
第１回 第20 回アジア競技大会名古屋市レガシー・ ビジョ ン有識者懇談会 

次  第 

日 時： 平成30 年6 月4 日（ 月）  

    16 時30 分 

場 所： 名古屋市役所本庁舎５ 階正庁 

Ⅰ はじめに 

Ⅱ 議題 

１  有識者懇談会                    【 資料１ 】  

２  レガシー・ ビジョ ン（ 仮称） の策定に向けた意見交換  【 資料２ 】  

（ 配布資料）  

 資 料 １  有識者懇談会 

 資 料 ２  レガシー・ ビジョ ン（ 仮称） の策定に向けた意見交換 

参考資料 第20回アジア競技大会名古屋市レガシー・ ビジョ ン有識者懇談会開催要綱

参考資料 リーフレット 「 20th Asian Games AICHI NAGOYA」



 資料１  

有識者懇談会 

(1) 開催目的

レガシー・ ビジョ ン（ 仮称） の策定にあたり、 学識経験者から専門的知見を踏まえた 

幅広い意見を聴取するもの。  

(2 ) 委員             （ 敬称略 五十音順） 

氏  名 分  野 役   職   等 

板倉 健  (いたく ら けん) 経 済 
名古屋市立大学 

経済学研究科教授 

岡田 亜弥 (おかだ あや) 国際／多文化共生
名古屋大学大学院 

国際開発研究科教授 

� 原田 宗彦 (はらだ むねひこ) スポーツマネジメント
早稲田大学 

スポーツ科学学術院教授 

福島 茂  (ふく しま しげる) まち づく り 
名城大学 

都市情報学部都市情報学科教授 

松村 亜矢子(まつむら あやこ) 健康とスポーツ
中部大学 

生命健康科学部講師 

矢野 卓真 (やの たく ま) 産 業 技 術 
名古屋工業大学 

産学官金連携機構准教授 

� 來田 享子 (らいた きょうこ) スポーツと教育
中京大学 

スポーツ科学部スポーツ教育学科教授

� �： 座長 ／ ： 副座長



 資料１  

（ 3） すすめ方 

レガシー・ ビジョ ン（ 仮称） の策定にあたっては、次期総合計画と整合性を図りなが

ら一体的に検討し、 平成31年度秋頃を目途に策定予定 

＜スケジュール＞ 

時期 レガシー・ ビジョ ンに関する事項 【 参考】 次期総合計画

平成30 年 

本日  

（ 6 月4 日）   

6   ９ 月   

10  12 月   

平成31 年 

１   ３ 月   

４  ５ 月 

   ６ 月頃 

第４回 有識者懇談会

第１回 有識者懇談会

次期総合計画

中間案公表
骨子案とりまとめ

第２回 有識者懇談会

第３回 有識者懇談会

次期総合計画案

公表
ビジョ ン案 公表



資料２

レガシー・ ビジョ ン（ 仮称） の策定に向けた意見交換

【 カテゴリー１： 健康・ 地域活力】

スポーツにより、 市民が健康に暮らし、 地域の活動が盛んになることで、 活力ある

都市になることをめざす。

第20 回アジア競技大会を契機として、 本市がめざすものテーマ

＜キーワード＞ 

・ スポーツへの関心の高まり   ・ 健康長寿の実現  ・ ト ップアスリート との交流  

・ ボランティ ア活動への参加意欲の高まり       ・ 地域貢献への意識の高まり 

・ スポーツ大会など各種イベント による地域の活性化

【 カテゴリー２： 誇り・ 魅力】

スポーツにより、 都市ブランドが確立することで、 にぎわいあふれ市民が誇りをも

てる都市になることをめざす。

＜キーワード＞ 

・ スポーツが新たな都市ブランドとして確立    ・ 名古屋の魅力の国内外への発信 

・ 来訪者の増加    ・ まちのにぎわいの高まり ・ ホスピタリティ への意識の向上

【 カテゴリー３： 学び・ 国際交流】

大会で、 アジアをはじめとした諸外国との交流や理解が深まることで、 豊かな国際

感覚を備えたひらかれた都市になることをめざす。

＜キーワード＞ 

・ 外国人住民との交流の活性化     ・ 多様な価値観と国際感覚の養成 

・ 暮らしやすい多文化共生社会の実現  ・ グローバル人材の輩出  

【 カテゴリー４： 大会モデル・ 先端技術】

大会で活用した選手村や競技施設、 先端技術などが未来に引き継がれることで、 持

続可能な都市になることをめざす。

＜キーワード＞ 

・ 選手村や競技施設の活用          ・ まちづく り、 にぎわい、 防災拠点の創出 

・ 社会課題に対応した施設整備の推進     ・ 大会で活用された先端技術の普及 

・ 産業力の強化    ・ 大会モデルの構築  ・ 持続可能なまちづく り 



参考資料

第20回アジア競技大会名古屋市レガシー・ ビジョ ン有識者懇談会開催要綱 

（ 目的）  

第1 条 2026年に開催予定の第20回アジア競技大会を契機として長期に渡るポジティ

ブな効果（ レガシー） を本市に残し、 将来のまちの発展につなげるための第20回ア

ジア競技大会名古屋市レガシー・ ビジョ ン（ 以下「 ビジョ ン」 という。） を策定する

にあたり、 専門的な見地からの幅広い意見を反映させるため、 学識経験者で構成する

「 第20回アジア競技大会名古屋市レガシー・ ビジョ ン有識者懇談会（ 以下「 懇談

会」 という。）」 の開催にあたり必要な事項を定める。  

（ 所掌事務）  

第2 条 懇談会は、 次に掲げる事項について意見を聴取する。  

(1)  ビジョ ンの策定・ 推進に関すること。  

(2)  その他、 ビジョ ンに関すること。  

（ 組織）  

第3条 懇談会は、 別表1に掲げる委員をもって構成する。  

（ 座長）  

第4条 懇談会の座長は、 委員のうちから総務局長が指名する。  

2 座長は、 懇談会の議事を進行する。  

（ 懇談会）  

第5条 懇談会は、 必要の都度、 総務局長が招集する。  

2 懇談会においては、 委員の求めに応じ、 委員以外の者を出席させ、 意見又は説明を

聞く ことができる。  

3 懇談会は公開するものとする。 ただし、 次に掲げる場合にあって、 懇談会で非公開

を決定したときは、 この限りでない。  

(1)  名古屋市情報公開条例第7条に掲げる非公開情報が含まれる事項を取り扱う場合 

(2)  懇談会を公開することより、 懇談会の適正な運営に著しい支障が生ずると認めら

れる場合 

4 懇談会の傍聴に係る手続き及び傍聴する者が遵守すべき事項については、総務局長が

別に定めるものとする。  

（ 謝金）  

第6条 委員には、 懇談会出席に係る謝金及び旅費を支払うことができる。 謝金の額は

1日につき 12, 600円とする。  

2 前項の規定により支給する旅費の額は、 名古屋市旅費条例（ 昭和25年名古屋市条例

第32号） の規定を適用して算定する。  

（ 庶務）  

第7条 懇談会の庶務は、 総務局総合調整部アジア競技大会推進室において処理する。  

（ 雑則）  

第8条 この要綱に定めるもののほか、 懇談会の運営に関し必要な事項は、 総務局長が

別に定める。  

   附 則 

 この要綱は、 平成30年4 月19日から施行する。  



参考資料

別表1 

区 分 氏 名 所 属 等

委 員 板倉 健 名古屋市立大学経済学研究科教授 

委 員 岡田 亜弥 名古屋大学大学院国際開発研究科教授 

委 員 原田 宗彦 早稲田大学スポーツ科学学術院教授 

委 員 福島 茂 名城大学都市情報学部都市情報学科教授 

委 員 松村 亜矢子 中部大学生命健康科学部講師 

委 員 矢野 卓真  名古屋工業大学産学官金連携機構准教授 

委 員 來田 享子 中京大学スポーツ科学部スポーツ教育学科教授 
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